
第 3章 平成 15年度 ｢工学倫理｣科 目

3.1.講義 内容 (平成 15年度工学部シラバスより)

工学倫理

Englne巳riJ.1f; Etl】i(･S

[配 当単年] 4年後期

[檀 当者] 上林 t武 田 ･田中 (一)

t内管〕 現 代の工学技 術者 , 工等 研究者 に とって.工学 的 見地 に もとづ く新

しい蘇峡 での倫理 が必要 不 可欠 になって きてい る.本科 Flでは各学科 か らの

担 当教官 に よって,それ ぞれの研 究分野 にお け る必 変な倫理 を トピックス別

に講述す る.

[軽 凝計画】

(1)科学技術 と人 間 (物理工学科 藤本 孝) (1 回 )

T科学 ･技 術の世界｣に今 われわれ は生き てい るが.そ(n淵 軒 は ヨー ロ ッ

パ中 世,ルネ ッサ ンス,産 業革商 にあ る.そ(D時代 にお け る近代科学 V)成 り

立ちをあ る親 点か ら跡 Jjける ことで現代科学 ･技術 の持 つ本質の-ll111血をPI]

ちかにす る,現代 社会 にお ける科学者 ･技術者の あ り方について,そ才Lが 示

唆す るところを考察す る.

(2) 21世紀の探題 と倫理 (物理=学科 山本 悟) (l回 )

20世紀か ら何 を学ぶか ? 戦争 と平和の問歯 , 人 口問題,コ'-ネル キ- ･

柴原間笛 ,食料問 塩 . 安 全性 の問措 ,環境聞也 .科学 技術の間組 .な ど 20

虻寵 か ら学ぶ べ き ものは多い. これ らの問鵜 を世界的歴 史的 視点か らとりあ

げ. 2 1世紀の人面 の讃超 を明 らかに したい.つ ぎに, 2 1L杜絶 を/ときる村

学 者 ･技術者にふ さわ しい倫理観 を身 につけるため.過 去の諜 愉押練 を批 判

的に検討す る ことによ り,倫理的セ ンスを磨 く機会 としたい

(3)応用倫理学 と しての工学倫理 (文学部 水谷雅彦) (1回 )

JI学 倫理 の並 木的 な 考え方 を,他 の応 用倫理 との比敏 にお いて 検討 L,堤

代lT)軒 芋技術の特殊性 について.哲学的.愉P]!芋的な考案 を行 :).
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(4)情報倫理(情報学科 美泡箱彦 (学術情報メディ7センター))( 1回 )

現在 ウ1.ブにつながれた コンピュータは,級 /Zの生活か ら切 り離せ ない I't)

のにな ってきてい るが,反面多 くの間軽 を引き起 こす 可能性 もあろ. このた

め.情報倫理,公正晴確E.用逓準.セキュ リテ ィー.プライバシ-､知的財

産轍･+くどについて消述+ ら.

(5)環境 リスクと環境倫理 (地球工学科 内山巌雄) (1 回 )

郡塵 と人間の係わ りを捉識 し.環蝉負 荷を与える我 々人間活軸 と環境 リス

クシステムについて述べる.次に件縦 可娃な発展か ら循環･型社会を目指す こ

れか らの窮境工学の役割とFt.暁倫理について減速す る.

(6)化学物質と噂境 ･安全 (=業化学科 高月 紘 (環境保全センター))

(1回 )

物づく りに関わるであろ うrll.学技術者に限晶アセスメン トの考え方を理解

させたい.すなわ ち.製品のライフサイ クルを通 じて発生する環境負荷を配

座 した物づ くりの必要性 を,特に麻薬段借 における化学物質の窮境彫智など

について叫例を紹介 しなが ら税明す る十定である. これにr災j適 して ISOCr)ilL呈

境7 ネ- ジメン トや LC:I(ライフサイクルアセ スメン ト)な どについて 壬) .--i

及 す る.

(7)公共車集に携わる技術者の倫理 (地球工学科 酒井哲郎) (1 回 )

最近経親 した公共郎窯に よる･咋故の原CEli和衷 を刑 として,公共事業に携わ

る技術者の倫理について考 える,設31･題準の不完全,笹験に基づ く設計.tllデ

椎の判l折.危機管81:,,m盃の公平性 ,技術者の限界,技術者の関税化 .世間

の折斬,マスコ ミ互と.

(8) ｢建築における職能｣と ｢工事欠陥問題｣ (建築学科 古阪秀三) (2

回 )

建築にrLiqわる職権 (班尊家,構造技術者,設備技術者等)について,法的

根拠 と実態を中心に解放 し,その職能がいかに変化 してきたか浦述す る.秩

に, r工 ▲】り(脇間鞄 等｣建築 をめ ぐる様 々な問題 に対 して, 唖等技術者が ど

の よ うに対応すべ きか,親行の法制度 (PL法.品確法.雄盛 装準法.睦醗

半怯,建築士法等) との場株において珊述する,lrilL後に, よい建築 とは何か

について考える.
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(9)特許 と倫理 (電気電子工学科 松田一弘 (特許庁)) (2 回 )

知的剖追時代における特許制度の新 しい役割 について基礎的f£JI項 を学び
/fが ら.他人 (充明者) と粗描 (企業) と社会 (公共の利益)の関わ りのあ

り)}':こついて考え/J. さらに.lT関連特 許 と蝶 準との調整や.環境倫理 ･

!上命倫理と特許の関係に も,-j~及する,

(10)遺伝子操作 と倫理 (工業化学科 今中忠行) (1 回 )

･J7ノ ミクスを竹 節と した創基研究な ど,バイオテ クノロジーの発乾は帯 し

い.そのよ うな時 代にあって,並伝子組換 え宗教 ,遊転チ組換 え食 '̀.=.I_..逆目云

:(･治療な どにおける倫理 と pubLic acceptance (PFUの必要性 について述べ

/J,

[その他]

当 該年度の授 業回数な どに応 じて,一部省略,追加及び誠凝析岸の変更が

あ りうる.
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